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１
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◇
参

加
者

；
梶

野
照

雄
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１

名
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９
月

１
７

日
に

大
型

の
台

風
１

８
号

が
明

石
市

付
近

に
再

上
陸

、
各

地
で

強
い

風
と

雨
が

観
測

さ
れ

て
い

た
。

行
仙

宿
水

場
は

、
先

月
の

台
風

５
号

の

豪
雨

で
大

量
の

落
石

に
よ

っ
て

埋
ま

り
、

復
元

し
た

ば
か

り
で

あ
る

。
又

、

一
月

の
豪

雪
の

後
に

は
、

モ
ノ

レ
ー

ル
に

倒
木

が
あ

っ
た

事
な

ど
も

あ
り

、

台
風

の
被

害
調

査
の

必
要

を
感

じ
て

、
お

天
気

の
安

定
し

た
日

を
選

ん
で

行

仙
宿

へ
向

か
っ

た
。

同
時

に
、

わ
が

家
を

片
付

け
る

必
要

が
生

じ
た

こ
と

か

ら
、

不
要

に
な

っ
て

い
た

石
油

ス
ト

ー
ブ

（
芯

上
下

式
）

と
棚

板
、

棚
受

け

な
ど

を
行

仙
小

屋
に

荷
揚

げ
し

た
。

 

午
前

９
時

半
に

出
発

し
橋

本
、
五

條
経

由
で

登
山

口
に

１
２

時
４

０
分

着
。

大
淀

町
で

調
達

し
た

弁
当

を
食

べ
る

。
Ｒ

４
２

５
か

ら
林

道
に

か
け

て
も

落

石
は

無
く

、
ス

ム
ー

ズ
に

走
行

で
来

た
。

 

 
 

 
 

 

カ
バ

ー
が

外
れ

て
い

た
 

 
 

 
第

２
ベ

ン
チ

で
 

 
 

倒
れ

た
ベ

ン
チ

(
佐

田
の

辻
)
 

靴
を

履
き

替
え

て
モ

ノ
レ

ー
ル

を
降

ろ
す

。
荷

台
カ

バ
ー

が
風

で
外

れ
て

い
た

が
、

駐
機

場
ま

で
の

登
山

道
に

障
害

は
無

か
っ

た
。

 

第
二

ベ
ン

チ
で

休
憩

し
て

、
午

後
２

時
に

行
仙

宿
到

着
、

ベ
ン

チ
が

一
つ

倒
れ

て
い

た
が

、
登

山
道

に
異

常
な

し
。

石
油

ス
ト

ー
ブ

を
管

理
棟

に
置

い

て
棚

板
、

棚
受

け
等

を
小

屋
に

入
れ

た
。

見
渡

し
た

と
こ

ろ
小

屋
の

周
り

に

異
常

な
し

。
極

端
に

強
い

風
は

吹
か

な
か

っ
た

よ
う

だ
。

 

 
 

 
 

 

管
理

棟
に

石
油

ス
ト

ー
ブ

 
 

 
棚

板
は

小
屋

に
 

 
 

 
 

デ
ポ

さ
れ

た
水

 

小
屋

の
入

口
に

近
い

と
こ

ろ
に

ペ
ッ

ト
ボ

ト
ル

に
入

っ
た

水
が

置
い

て
あ

っ
た

。
日

付
と

名
前

が
書

い
て

あ
る

が
、
日

に
ち

は
と

っ
く

に
過

ぎ
て

い
る

。

デ
ポ

し
た

日
付

な
の

か
、

使
用

予
定

の
日

付
な

の
か

判
然

と
し

な
い

の
で

そ

の
ま

ま
に

し
て

お
い

た
。

 

ノ
コ

と
熊

手
を

持
っ

て
水

場
に

降
り

る
。

す
ぐ

に
直

径
５

㎝
程

の
枯

木
が

倒
れ

込
ん

で
い

た
。

ノ
コ

は
必

要
な

く
、

簡
単

に
除

け
る

こ
と

が
で

き
た

。

水
場

は
復

活
し

て
い

た
。

水
量

は
さ

ほ
ど

多
く

は
な

い
が

、
オ

ー
バ

ー
フ

ロ

ー
し

た
流

れ
は

充
分

に
あ

る
。

先
日

、
落

石
を

全
部
底
浚

え
し

た
の

に
、

手

前
に

石
が
溜

ま
っ

て
い

る
。
汲
み

上
げ

る
深

さ
は
満

た
し

て
い

る
が

、
せ

っ

か
く

降
り

て
き

た
の

で
雪
平
鍋

を
使

っ
て

石
を

全
部
取

り
除

い
た

。
水

が
溜

ま
る

の
を

５
分

ほ
ど
待

っ
て
み

た
が

、
２

㎝
程

の
深

さ
に

な
っ

た
の

を
見
届

け
て

小
屋

に
戻

る
。

熊
手

で
小
枝
や

枯
葉

を
掃

き
な

が
ら

登
る

と
時
間

が
気
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に
な

ら
な

い
こ

と
が

判
っ

た
。

 

 
 

 
 

 

水
場

に
降

り
始

め
て

す
ぐ

枯
木

倒
木

 
 

 
 

 
 

小
石

が
溜

ま
っ

て
い

た
 

小
屋

に
戻

っ
て

倒
れ

て
い

た
ベ

ン
チ

を
起

こ
し

、
奥
駈

道
を
南

に
向

か
う

。

か
ら
池

付
近

に
倒

木
が

道
を
横
切

っ
て

い
た

。
根

元
が
腐

っ
て

い
た

の
で

ノ

コ
を

使
う

こ
と

な
く
東
側

の
斜
面

に
落

と
し

た
。

そ
の

先
で
途
中

が
折

れ
た

木
が

あ
り

、
こ

こ
で
や

っ
と

ノ
コ

の
出
番

と
な

っ
た

。
あ

ま
り
進
む

と
帰

り

が
遅

く
な

る
の

で
、

２
２
番
鉄
塔

ま
で

で
引

き
返

し
た

。
 

 
 

 
 

 

底
浚

え
完

了
 

 
 

 
 

 
か

ら
池

付
近

で
 

 
 

 
２

２
番

鉄
塔

で
引

き
返

す
 

午
後
３

時
４

０
分

下
山
開
始

、
駐

機
場

で
タ

ン
ク

に
燃
料

を
補
給

し
て

４

時
１

７
分

に
登

山
口

を
離

れ
た

。
途
中

、
池
神
社

で
お
湯

を
沸

か
し

て
カ

ッ

プ
麺

を
食

べ
、

ほ
ぼ

ノ
ン

ス
ト

ッ
プ

で
午

後
７

時
半

に
帰
宅

し
た

。
 

    行
動

行
動

行
動

行
動
タ
イ
ム

タ
イ
ム

タ
イ
ム

タ
イ
ム
    

1
2
:
4
0
補
給
路

登
山

口
1
3
:
0
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1
4
:
0
0
行

仙
宿
1
4
:
1
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→
1
4
:
3
0
水

場
1
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1
5
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1
1
行

仙
宿
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1
5
:
2
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２

２
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0
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宿
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1
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